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久
し
振
り
に
東
京
国
立
博
物
館
（
ト
ー
ハ
ク
）
を
訪
れ
東
福
寺
展
を
観
た
。
東
福
寺
は
摂
政
九
條

道
家
が
一
二
三
六
年
か
ら
十
九
年
を
費
や
し
て
大
伽
藍
を
築
き
、
円
爾

え

ん

に

弁
円
（
聖
一
国
師
）
を
開
山

に
招
い
て
創
建
さ
れ
た
。
名
前
は
奈
良
東
大
寺
の
「
東
」
と
興
福
寺
の
「
福
」
を
一
字
ず
つ
と
っ
た

こ
と
に
由
来
す
る
そ
う
だ
。 

東
福
寺
に
は
昭
和
の
作
庭
家
と
し
て
有
名
な
重
森
三
玲
作
の
庭
が
あ
り
、
こ
の
庭
を
見
る
た
め
に

度
々
訪
れ
た
の
で
馴
染
み
が
あ
る
。
ま
た
紅
葉
や
新
緑
で
有
名
な
渓
谷
を
見
下
せ
る
通
天
橋
に
は
何

回
も
訪
れ
た
。 

 

今
回
の
東
福
寺
展
は
禅
僧
の
画
家
明
兆
制
作
の
「
大
涅
槃
図
」
と
「
五
百
羅
漢
図
」
の
十
四
年
に

わ
た
る
修
復
が
完
成
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
。
ト
ー
ハ
ク
に
着
く
と
、
音
声
ガ
イ
ド
の

ア
プ
リ
を
ス
マ
ホ
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
再
生
す
る
と
補
聴
器
に
説
明
が
流
れ
る
。 

最
初
に
円
爾
の
像
が
展
示
さ
れ
、
続
い
て
歴
代
の
聖
一
派
の
禅
僧
の
画
像
と
遺
偈

い

げ

が
紹
介
さ
れ
る
。

特
に
、
臨
終
に
際
し
て
境
地
を
記
し
た
偈
は
印
象
的
だ
っ
た
。
文
字
が
乱
れ
た
偈
も
あ
れ
ば
、
し
っ

か
り
と
書
か
れ
た
偈
も
あ
る
。
高
僧
の
強
い
生
命
力
に
は
た
だ
た
だ
感
心
す
る
し
か
な
い
。
自
分
に

は
と
て
も
出
来
そ
う
に
な
い
。 

次
に
東
福
寺
の
画
僧
で
あ
っ
た
明
兆
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
る
。
明
兆
は
仏
殿
の
様
々
な
仕
事
を
担

っ
て
い
た
の
で
「
兆
殿
司
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
ら
し
い
。
高
さ
三
二
六
セ
ン
チ
の
「
白
衣
観
音
図
」

は
観
音
の
優
し
い
お
顔
と
洞
窟
ら
し
き
背
景
の
力
強
い
線
描
の
対
照
が
見
事
だ
っ
た
。 

次
は
お
目
当
て
の
「
五
百
羅
漢
図
」
だ
。
明
兆
が
三
十
代
前
半
に
三
年
以
上
か
け
て
制
作
し
た
渾

身
の
作
で
、
一
幅
に
十
人
の
羅
漢
を
描
き
、
五
十
幅
本
と
し
て
描
か
れ
た
。
数
が
多
い
の
で
二
回
展

示
替
え
を
す
る
そ
う
だ
。
羅
漢
像
の
豊
な
表
情
と
極
彩
色
の
衣
装
の
妙
に
魅
了
さ
れ
た
。 

最
後
は
「
迦
葉
・
阿
難
立
像
」
や
「
二
天
王
立
像
」
な
ど
の
仏
像
群
が
迎
え
て
く
れ
る
。 

仏
教
美
術
を
堪
能
し
た
実
り
多
い
一
日
だ
っ
た
。 

 

明
兆
作
の
東
福
寺
「
大
涅
槃
図
」
は
縦
約
十
二
メ
ー
ト
ル
、
横
約
六
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
さ
す
が

の
ト
ー
ハ
ク
で
も
展
示
で
き
な
か
っ
た
ら
し
い
。
い
つ
の
日
か
ま
た
京
都
を
訪
れ
て
、
こ
の
大
作
を

実
地
に
観
て
み
た
い
も
の
だ
。 


